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銘柄当 り 属 ’性 数
属性情報 4 8 12 ヱ
2 2 3 5 10 
4 6 6 5 17 
6 11 8 4 23 
ヱ 19 17 14 
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- 63 (493）一
つの銘柄について13の属性情報すべてを示す11冊のブックレツト（銘柄名別に
情報が最も容易に利用できるフォーマット），②一つの属性について11の銘柄情
報を示す13冊のブックレット（属性別に情報が最も容易に利用できるフォーマ
ット），③行と列がそれぞれ銘柄と属性を示すマトリックス形式（11×13）の情
報表示板（銘柄別あるいは属性別のどちらからも等しく情報が利用できるフォ
ーマット）のいずれか一つの情報フォーマットを呈示したうえで，シリアル食
品の11銘柄の一つを選択するように求めた。その結果は，（a）①の情報フォーマ
ットを呈示された被験者は銘柄別処理を適用したのに対し，（b）②の情報フォー
マットを与えられた被験者は属性別処理を利用しがちであったというものであ
る。これは，要するに，消費者が情報フォーマットに応じて最も使い易い処理
形式を採用するという傾向を示しているといえよう。
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